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この頃 の住 宅 には ､大 分洋 式 が と り入 れ られ るよ う

に な りま した｡ なか で も リビ ン グ ･ルー ムの 名 で親 し

まれ て い る家族 団楽 の場 と客 の接 待 を兼 ね た洋 風 の 居

間 も その一 つ で は な いで しょ うか. テ レ ビを見 た り､

レコー ド ･ラヂ オ を聞 く､ ゲ ー ム遊 び､時 に は読 手.t等

と れ家 庭 に よ って 多様 に使 われ る部 屋 です . それ で は

綿 々の fl,'刺 が便 利 に楽 し くで きる尿閉 にす るに は どの

よ うな l~二夫 が い るで し ょ う｡

Ⅰ つ り あ し､の と れ た 家 具 ･装 飾 品 の 選 択

洋 Fi"が 充 分 に広 く､ -[･顎 に制 限 が ない域 合 は ､ ソ フ 7

- ､肘 #ト椅 (-､椅 ｢､ テ ー ブル ､脇 テー プ JL,等 と夫 々

むfみ の 人 さ さと散 を揃 え るこ とが で きます . しか Lな

が ら軒 ^ どの†i二宅 は 多少 の 制 l眼 され た範 囲 内 で 1夫 を

Lf.-HI LI+A-Lないの がF.,L一姐 で す｡ その域 合 ､部 屋 の

大 き =t.二l芯 し･r二サ イゾの家 具 を遊 ぶ こ とか ら始 め ま し

'), /いくi羊剛 と い うと伝 統 的 な威 厳 の あ る大 き な

･r!.いふ F1-を 考 えが ちで す｡併 しなが C,舶 近 は小 サ イズ

で軽 くてfY=ちは こ び も便 利 で ､坐 り心地 の よ い尊皇品 も

HJ販 され て い ます.複雑 す ぎないで掃 除 に手 間 の か ゝ

L',な い ､ す 一,き り した デザ イ ンの家 具 を過 び ま し ょ うo

X狭 い T̀:･llJ4-圭に は低 め の 家具 の -Jjが部屋 を広 くみ せ る こ

とか よ くあ ります｡絵 や妓飾 品 の大 き さも部 屋 や家 具 ､

礼儀 ELiLる城 l-Kとの つ りあ い を?,･鷹 に入 れ て選 び ま L

i I)｡ 一般 (二紙 の付 置 は直 1(_の姿 勢 で 目の 高 さよ り絵

の 7･'_体 が L-.)jt二い か ない程 度 が み や す い位 置 だ と され

て い ま す｡絵 の 吊 り紐 や線 が Elざわ りに な らな い工 夫

を しま Lよ う｡

Ⅱ 機 能 的 な 家 具 の 配 置

洋 間 の装 飾 は先 づ家 具 の選択 と配 置 か らと よ く云 わ

れ ます ｡ それ ぞれ の 家 具 が使 いや す くその部 屋 で最 も

適 当 な位 置 を決 め ま しょ う｡ なん とい っても頻繁に性

別 す る大 きな重 し､家具 の配 置 か ら考 えま しょう｡例え

ば ､出 入 LLや通路 に邪 魔 に な る配置 は なんとなく気楽

さと落 着 きI,:欠 け るこ とが あ ります｡ 又窓ぎわの高 め

の -,∫.t棚 は 糾槌 を暗 く し通 風 の妨 げ に な ることがありま

すO家 具 の付 置 や 向 きを少 し変 - た ;11で使いやす く

郎槌 が広 くみ え るこ とが あ る もの で す ｡

Ⅲ 調 和 の と れ た 配 置

住 宅 や'k'具 の殆 ん どは直線 で構 成 され ています.覗

和 の とれ た配 置 をす るには背 景 に な る室 内の構造に準

じて家具 を配置 す るこ とで す. 特 に 二に磐 な血税を占め

る敷 物 ･長椅 子 ･テー ブ ルは壁 の線 にil':行に配列 した

方 が一 致 した効 果 ､即 ち室 内 に調和 がみられましょ う｡

小 サ イズ で ､ しば しば動 かす椅 子 の 1 ･2脚は斜 め に

して も室 内 に或 程 度 の変 化 を与 えます が大きな家具 を

夫 々方 向 を違 えて斜 め にす る と部屋 合体に統一感 が な

くな ります｡更 に部屋 が狭 くな り有効 に両税が使 えな

くな ります｡ 配置 の 3タ イプ を述 べ ますと

A ) コーア 一 ･ア レ ンジ メ ン ト テーブル を部

屋 の 中央 にお きそれ を長椅 子 や椅 子 で囲む配置です｡

日本 間 の テー ブル と坐 ぶ とん ､ 会硝 室 のテーブ ル と椅
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子等の配置と同じあり方です｡脇をつき合せて話し合

いができ､又和風に茶菓子を楽しむに適当なのではな

いでしょうか｡但しテーブルや椅子の殆んどが部屋の

中ALにあるため､凶jjの壁･窓ぎわに通路として空間

がLメ分され､部屋全休がつまった感じになる似合が多

いようです｡

B) オープン･コーア一･アレンジメント 部

窓

屋の壁･窓際に沿って家具を配置するタイプです｡部

屋の中央が空いているので一般に部屋が広く見えます｡

戸外への出入口の開口が大きい部屋や壁融の少ない部

屋ではそのようなアレンヂメントは無理の場合が多い

てしょう｡

C) コーナー･アレンジメント 居間の一角に

主-tE,<lな家具を纏めるあり方ですO部屋の広さ･家具の

数によって､二列型･L型･コの字型に配置できまし

よう｡このような配置は食事や書斎等と併用した部屋

に多くみられます｡

上記の3タイプのアレンヂメントはその室内によっ

てファイヤープレイス (暖炉)や飾り棚が中心になる

ときと､眺めのよい戸外や庭園を楽しむに適当な配置

もありましょう｡又主な家具のグループ自体が中心に

なることもあります｡

Ⅳ 強調点のある装飾

床の間が装飾の主体で､その他は控えElである日本

間の装飾のあり方､即ち伝統的な簡素の美を矢張り洋

間にも生かしたいものだと思います｡所有の装飾品を

全て部屋一杯に陳列する店舗式の装飾は､や もゝする

と雑然とした感じになりがちです｡装飾品が多すぎる

と各 の々良さを認めることができず､見あきてしまい

ます｡-カ所に､二･三の飾り物を置く場合も主･従

の組合せを考えて配置しましょう｡室内の装飾は､絵

や置物だけでなく､カーテン･敷物･照明器具等の形

や色あい･材質･柄等が装飾の役目を果すことも忘れ

てはなりません｡

結局､リビング･ルームは限られた広さの部屋に､

つりあいのとれた家具を機能的に配置し調和のある零

囲気をつくるように工夫したいものですO即ちと機能

と美ミが一体になることです｡ (ひが みさこ)

現 代 の 装 飾 の あ


